
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊野小学校ならではの単元デザインの作成へ 

算数科・数学科 授業づくり講座      
【教材・授業研究会】令和４年９月21日・10月 21日 いの町立伊野小学校 

単元 第２学年 算数 

「かけ算」 

 

全員が自分事の研究を目指して！ 

発行 令和５年３月 中部教育事務所 

こちらのQRコードから中部教育事務所HPにアクセスすると、これ

までの他教科を含む授業づくり講座の記録がご覧いただけます！ 
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◇本単元で育成を目指す資質・能力  A 数と計算（３）乗法 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

（ア）乗法の意味について理解し、それが 
用いられる場面について知ること。 

（イ）乗法が用いられる場面を式に表した
り、式を読み取ったりすること。 

（ウ）乗法に関して成り立つ簡単な性質に
ついて理解すること。 

（エ）乗法九九について知り、１位数と 1
位数との乗法の計算が確実にできるこ
と。 

（オ）簡単な場合について、２位数と１位
数との乗法の計算の仕方を知ること。 

（ア）数量の関係に着目し、計算の
意味や計算の仕方を考えたり計
算に関して成り立つ性質を見い
だしたりするとともに、その性
質を活用して、計算を工夫した
り計算の確かめをしたりするこ
と。 

（イ）数量の関係に着目し、計算を
日常生活に生かすこと。 

〇数量に進んで関わり、数学的に
表現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに気付
き生活や学習に活用しようとす
る態度を養う。 

 

 ◇学びのゴール 〇乗法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすることができる。 

〇乗法に関して成り立つ性質やきまりを活用しながら、九九の構成の仕方を考えることができる。 
〇乗法九九について知り、１位数と１位数のとの乗法の計算が確実にできる。 
〇乗法を生活や学習に活用することができる。 

 

伊野小学校では、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編を読み解きながら育成を目指す資質・能力を

明らかにし、その実現を可能とする単元プランを各ブロックから提案する形式の教材研究会を行っている。そうす

ることで授業者や学年任せではなく、全教員が自分事で教材研究をする体制を確立している。また、本年度 

は全国学力・学習状況調査で毎年課題となっている「割合」に焦点を当てている。課題の解決に向けては低 

学年からの積み上げが重要であるという考え、全校をあげて授業改善に取り組んでいるところである。 

 

単元のこだわり 

〇教科書では、かけ算（１）（２）

と、二つに分かれている単元をまと

め、一つの大単元として考える。 

〇高学年での割合の課題を克服できる

ように、基準量と比較量に着目でき

る子どもにしたい！ 

割合に挑む！ ～全員が自分事の教材研究を目指して～ 

中ブロック 
 

高ブロック 
 

低ブロック 

教材研究会ではブロック対抗！それぞれの単元プランを戦わせます！ 
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教材研究会では各ブロックで単元

デザインを戦わせた後、スピード感

を持って３チームの合同会を開催。

目指す資質・能力の育成の実現に向

けたよりよい単元についての協議を

重ねる。単元ができあがったら、い

よいよ本時についてみんなで協議を

行う。 
 

教材研究会に向けて低・中・高の各ブロックで教材研究！ 
⇒ブロックごとに単元プランを作成 

 

〇時間目には、 
～な振り返りを 
引き出したいです。 

 

まずは、同じ数の
まとまりに着目で
きるようにするこ
とが重要だよね。 

 

教科書は、
かけ算が二
つの単元に
分かれてい
るけど… 

９月 21 日の教材

研究科に向けて、

夏期休業中には、

各ブロックで教材

について真剣に語

り合う姿が見られ

たそうです。 

チーム伊野小 
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本 時 の 授 業 づ く り 

 

高学年で
「割合」が
課題になる
ということ
は･･･ 

 

高学年で課題となる「割合」を、
下学年からのつながりを重視し
て、みんなで解決していくという
のがいいですね。研究授業で、低・
中・高、別々の内容を扱うのでは
なく、割合へとつながる内容を扱
うことで子どもの学びを系統的に
捉えていくことができます！ 

「４×３になる図をかきましょう。」という場面で、この図が合っているかど

うかではなく、この図が合っている理由を全員が言えるようにしたい。では、

２年生にとってどういうふうに言えることが大切なのか？ 
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教科書で初めてかけ算の意味を学んだ所に戻って、「か 

 

この図が４×３で合っている理由を全員が言えるようにしたい！ 

一人一台端末の画面上であめとふくろを動かしながら、４×３を表す図を作成した。できたら 

全員で共有し、正しく４×３を表している図はどれかについて話し合った。授業者が全員の子ど 

もの考えを一度に把握できる、子どもは自分と友達の考えを比較できる、という利点がある。子 

どもが日頃から ICT を活用しているので端末の操作に慣れており、全ての子どもが活動に取り組

むことができた。 

教材研究会で、お互いの単元

プランを初めて知ります。 

 

なるほど。まと
まりを大切して
いるのは同じ。
違うのは･･･ 
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 4㎝  4㎝  4㎝ 
【図１】 

 
12㎝ 

【図２】 
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前に、１台に５人ずつ
の３台分で 15 人のと

きに、５×３＝15とか
け算の式で表すことが
できると勉強しまし

た。この図は、あめが１
袋に４個ずつ３袋分で
12個あるので 

４×３の図です。 

け算はとはこういうときに使える」ということをもとに、

子どもが説明できることを目指したい（吹き出し）。す 

ぐに全員ができるわけではないが、続けることで必ず理 

由が言える子どもが増えていく。そのためにも、教室に 

かけ算がどういうときに使えるのかということ掲示して 

おくことが必要である。 
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伊野小学校では、全員が自分事で取り組む授業研究のシステムが確立しています。教材研究会や授業研究会

の協議も真剣そのもの。白熱した協議が繰り広げられます。研究会が終わっても、会場のあちらこちらで、先

生方が授業について自発的に話し合う姿が見られています。それは、先生方が課題意識を持って、教材研究が

できているからこそ見られる姿です。また、研究主任の動きもポイントです。研究会後には、協議内容 

の集約や次へとつながるまとめを研究通信「加茂山」で可視化し、全教職員での共有を図っています。 

今回、強く心に残ったのが、「ていねいな授業をする」ということでした。今まで、「ていねいな授業」は、い

かに子ども達に分かりやすく教えるかを意識していました。しかし、教材研究が進むにつれて、いかに子どもに

思考させるかが大切だと感じるようになりました。また、思考させるポイントを明確にしておくに 

は、付けたい力の系統性を把握しておくことが欠かせません。そのためには教材研究を深めなけれ 

ばならないことをとても感じました。先生のアプローチの仕方で、子どもの思考の仕方も変わって 

くるので、いろいろな先生の考えが聞ける研究会はとても勉強になりました。 

 

分離量（↑あめの個数）の場面から導入し、連続量（長さ）の場面で

４㎝の３倍の長さについて考えた。【図１】の場合は、４㎝の３つ分で

あることから、４㎝の３倍であり４×３であると捉えることは難しくは

ない。【図２】のように 12 ㎝の１つ分であっても、４㎝を１つ分と見

れば４㎝の３つ分、つまり４㎝の３倍と見ることができることについて

も扱い、基準量（4 ㎝）に着目して考察できることを目指した。 


